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山車人形

　

モ
デ
ル
と
な
る
の
は
神
功
皇
后
、

武
内
宿
禰
、
神
武
天
皇
、
鍾
馗
、
関

羽
、
日
本
武
尊
、
弁
財
天
な
ど
が
代

表
的
。
神
が
依
り
つ
く
対
象
物
と
し

て
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
人
の
目
を

ひ
く
華
美
な
観
賞
物
に
発
展
し
て
、

山
車
（
出だ

し
）
印
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

山
車
人
形
は
室
町
時
代
以
降
に
登

場
し
た
と
み
ら
れ
、
15
世
紀
前
半
に

描
か
れ
た
『
祭
礼
草
子
絵
巻
』
に
は

山
型
と
鳥
居
に
、
流
鏑
馬
人
形
な
ど

造
り
物
を
乗
せ
た
大
笠
が
み
え
る
。

町
内
の
宝
と
し
て
受
け
継
が
れ
る

　

山
車
人
形
は
地
域
に
よ
っ
て
特
徴

や
沿
革
が
異
な
る
。

　

ま
ず
は
近
畿
地
方
。
初
期
の
『
洛

中
洛
外
図
屏
風
』
に
描
か
れ
た
京
都

の
祇
園
祭
の
人
形
は
、
高
さ
を
競
う

鉾
は
船
鉾
の
み
。
人
間
の
体
格
と
同

じ
大
き
さ
の
人
形
は
、
重
要
文
化
財

を
含
む
中
世
の
甲
冑
・
刀
剣
・
能
面
・

装
束
を
着
用
し
た
も
の
も
あ
り
、
多

く
は
昔
の
ま
ま
の
姿
で
あ
る
。
喜
田

川
守
貞
著
『
守
貞
謾
稿
』
で
は
江
戸

の
山
車
よ
り
も
古
く
、
美
物
で
、
人

形
は
「
名
工
ノ
作
物
」
と
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

次
に
中
部
地
方
。
愛
知
、
岐
阜
の

山
車
人
形
の
中
心
は
尾
張
徳
川
家
城

下
で
あ
る
名
古
屋
の
東
照
宮
祭
、
若

宮
祭
と
な
る
。
精
巧
で
奇
抜
な
か
ら

く
り
人
形
が
１
７
７
０
年
に
は
完
成

し
て
い
る
。

　

か
ら
く
り
師
で
あ
る
竹
田
近
江
に

は
じ
ま
り
、
１
７
３
０
年
代
以
降
、

地
元
の
玉
屋
忠
兵
衛
、
鬼
頭
二
三
制

作
の
人
形
は
場
面
展
開
の
工
夫
に
優

れ
て
い
る
。
多
く
は
人
間
よ
り
小
ぶ

り
な
山
車
人
形
で
周
辺
の
高
山
祭
や

犬
山
祭
な
ど
に
も
能
に
取
材
し
た
か

ら
く
り
が
残
る
。

　

関
東
で
山
車
と
い
え
ば
江
戸
。
江

戸
時
代
か
ら
続
く
天
下
祭
で
は
か
つ

て
は
山
車
が
数
十
基
も
出
た
。
山
王

祭
、
神
田
祭
で
は
１
６
８
１
年
『
撰

要
永
久
録
』（
江
戸
の
法
令
書
）
に

人
形
装
束
の
禁
制
が
記
さ
れ
る
も
の

の
、
江
戸
時
代
の
末
頃
に
は
三
層
高

欄
構
造
の
楼
上
や
、
柱
上
に
華
美
な

織
物
装
束
を
着
た
大
型
で
豪
華
な
山

車
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し

て
作
ら
れ
た
精
巧
な
人
形
は
、
地
域

や
町
内
で
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
く

祭
礼
道
具
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

山
車
人
形
を
作
る
人
形
師
は
、
と

き
に
山
車
師
と
も
称
さ
れ
、
山
車
の

装
飾
や
デ
ザ
イ
ン
を
全
体
的
に
統
一

さ
せ
る
役
割
も
担
っ
た
。
雛
人
形
な

ど
の
名
工
と
し
て
知
ら
れ
た
原
舟
月

や
仲
秀
英
ら
は
山
車
人
形
に
も
名
作

を
残
し
て
い
る
。

　
祭
り
に
登
場
す
る
山
車
の
上
に
飾

ら
れ
た
人
形
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
山
車
人
形
で
す
。
下
か
ら
見

上
げ
て
も
圧
倒
的
な
存
在
感
が
あ
り

ま
す
。

　
山
車
に
乗
せ
ら
れ
る
人
形
の
種
類

は
歴
史
上
の
英
雄
、
神
を
模
っ
た
も

の
な
ど
が
主
で
す
。
い
つ
ご
ろ
か
ら

山
車
に
乗
せ
ら
れ
、
運
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
山
車
人

形
と
は
何
か
。
祭
り
で
活
躍
す
る
山

車
人
形
を
調
べ
ま
し
た
。

山
車
人
形
は
神
の
依よ

り
し
ろ代
的
な
存
在

　

山
車
人
形
は
祭
礼
の
際
、
山
車
の

最
上
部
に
飾
ら
れ
る
人
形
類
で
あ
る
。

大
き
さ
は
人
形
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

等
身
大
の
人
間
と
同
じ
く
ら
い
か
、

そ
れ
よ
り
も
や
や
大
き
な
も
の
が
多

い
。
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